
オペラグラスを作ろう
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オペラグラスとは？
そうがんきょう

オペラグラスとは、小型の双眼鏡
げきじょう

のことです。オペラなどを劇場で見
ぶ た い み わ た

るときに、舞台を広く見渡せるよう
し や

な視野の広い小型の双眼鏡があ

ると便利です。持ち運びしやすく、
ばいりつ

倍率の低い双眼鏡をオペラグラス
よ

と呼びます。

今月のジュニア科学クラブでは、オペラグラスの工作キットを使っ

て、自分だけのオペラグラスを作ってみましょう。このオペラグラスのキ
かんたん

ットは、簡単に作ることができますが、真っ白な紙でできていますので、
か ほ う そ う し は

自分でイラストを描いたり、マスキングテープや包装紙・色紙などを貼

ることで、自分だけのデコレーションをすることができます。

ここから２ページはジュニア科学クラブ（小学校５・６年生を対象とした会員制）のページです。
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望遠鏡の発明

オペラグラスや双眼鏡は、望遠鏡の一種です。望遠鏡は今から約
だれ

４００年前に発明されたのですが、いつ誰が発明したのか、ということに
せいかく ごろ

ついては、正確には分かっていません。１６０８年か１６０９年頃に、オラ
め が ねしょくにん

ンダの眼鏡職人が、レンズをいじっているとき
ぐうぜん

に偶然、遠くのものが近くに見えることを発見

した、という説が有力です。

１６０９年にイタリアの科学者ガリレオ・ガリ
うわさ

レイは、望遠鏡が発明されたという噂を聞

き、また、レンズを２枚組み合わせて作るらし
とつ

い、という情報から、自分でも１枚の凸レンズ
おう

と１枚の凹レンズを組み合わせて望遠鏡を

作り、天体の観測をしました。

ガリレオが考えた、凸レンズと凹レンズを組み合わせる望遠鏡は、今

では「ガリレオ式」と呼ばれています。後の時代に、ケプラーという科学
まい

者が、凸レンズを２枚使う望遠鏡を作り、この方式の望遠鏡は「ケプ

ラー式」と呼ばれています。今回作るオペラグラスは、ガリレオ式です。

いいやま おおみ（科学館学芸員）

■９月のクラブ（Ｚｏｏｍ教室）■

９月１９日（日） １０：００ ～ １１：００ごろ
９月、１０月、１２月のジュニア科学クラブは、「Ｚｏｏｍ」を使って行います。
オンライン上で、学芸員とジュニア科学クラブのみなさんが顔を合わせ
て、話を聞いたり、工作や実験を楽しみましょう！
◆用意するもの：のり、セロハンテープ、科学館から届いた材料（９月１０日～

１６日頃におうちに届きます）
※Ｚｏｏｍが利用できる環境が必要です（通信料が多くなりますので、Ｗｉ‐Ｆｉ環境でない方はご注意ください）。
※科学館での活動はありません。オンラインのみでの実施です。
※クラブ当日やＺｏｏｍの接続など、詳しくは『ジュニア科学クラブ会員専用ページ』（会員手帳最後の

ページ参照）をご覧ください。
※変更等がある場合があります。最新の情報をご確認ください。

ガリレオ・ガリレイ
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